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　私もそれぞれのご報告を、たいへん楽しませてい
ただきました。ありがとうございました。なかなか
全部をまとめるのは難しいですが、いずれも、現代
において「これが私たちの伝統だ」と思われている
ものが、意外に新しいものだということがよくわか
るご報告だったのではないかと思います。伝統は変
わらないものだと思いがちですが、かなり刻々と変
わっていくし、その変わっていく過程で、さまざまな
ことが起こっていくものなのだとあらためて感じま
した。
　すべての報告に関わるようなコメントとしては、
近代的な、あるいはこれから目指すべき装いとか、い
まの時代にとって現代的な装いというものが、伝統
を脚色するようなかたちで刻々と作り変えられてい
くプロセスが、たいへん興味深いと思いました。
　森先生のご報告では、キモノをハイファッション
としてどう見るかというお話もありましたが、私は
ウズベキスタンのことを研究していて、ヴェール問
題に関心を持っていろいろ情報収集をしてみました
ら、伝統的な中央アジアの絹絣などの素材や刺繍の
デザインを使ってオスカー・デ・ラ・レンタやグッチ、
ヴァレンティノが近年作品を作っていて、「中央アジ
ア・イカット」がかなり流行しているということを知
りました。そのようなかたちで、世界各地の民族衣装
や民族衣装に使われる素材・技術が今やグローバル
な場に出て、ハイファッションに使われるという例
がたくさん出てきているようです。そのような方向
性も、装いと規範を考えるに当たって私たちは念頭
に置いてよいのではないかと感じました。

パルダにおけるイスラーム的要素と南アジア的要素
─賀川報告について

　個々のご報告に対していくつか質問させていただ
きます。最初のご報告に対して、賀川さんとは今ま
で何回かいろいろな場面でお話をしているので、ま
た少し異なる視点から一つお聞きしたいと思います。
パルダというのは、私たちからするとイスラーム的
な慣習だと思ってしまいますが、実は南アジア的な

ものでもあるわけですね。イスラーム的なものと南
アジア的なものがパキスタンのパルダにおいて、ど
のようなかたちで結び合わさっているのか、賀川さ
んご自身は現時点でどう整理されていらっしゃるか、
お聞きしたいと思います。
　もしかすると、南アジア的な覆いは、中央アジアと
も関係があるのではないかと最近ぼんやり考えてい
まして、賀川さんが南アジア的な覆いの文化とイス
ラーム的な覆いの文化のいわば関係性について、ど
う考えていらっしゃるか教えてください。

伝統衣装の位置づけとイスラーム過激派への懸念
─岡田報告について

　岡田さんのご報告に対しては、同じ中央アジアな
ので、おうかがいしたいことがたくさんあります。や
はりトルクメニスタンというのは中央アジアでは圧
倒的に情報が少ない国で、ご報告を聞いて本当に不
思議の国だなという印象も強くしました。
　ご報告の中で、トルクメン女性の伝統的な衣装で
一番上にかぶるものとしてご紹介いただいたものが
ありましたが、私が研究室から持ってきたこの衣装
はたまたま同じタイプのトルクメンのものです。袖
が背中側で縫い留められていて、実際には袖は通さ
ず頭からすっぽりかぶります（資料４－１）。トルク
メニスタンの場合は生地や刺繍がたいへん特徴的で
すが、まったく同じ形状のものがウズベキスタンで
は明確にイスラーム・ヴェールと位置づけられてい
ました。1920年代には、女性にこのヴェールを放棄
させることが、ソヴィエト体制下での女性解放の象
徴でした。ウズベク語で「パランジ」と呼ばれるこの
ヴェールを着けた女性がいない社会を築くことが近
代化の象徴であり、女性はこれを着用しないように、
男性は身内の女性にこれを着用させないようにしよ
うという共産党主導の強力なキャンペーンが行われ
ました。トルクメニスタンでは当時どうだったのか、
ご存知でしたらお聞きしたいと思います。イスラー
ム・ヴェールというような位置づけはなかったので
しょうか。
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　トルクメン人のような遊牧民の場合にはあまり
ヴェール着用の実態はなかったという一般的な理解
はあるかと思います。ソビエト政権もそういう認識
をもっていて、遊牧民については、ヴェール着用より
は、花婿側から花嫁側の家族への莫大な婚資の支払
いと女性の隔離が女性解放の象徴になったとされて
いるようですが、そのあたりトルクメニスタンでは
具体的にどうだったのでしょうか。
　「コイネック」という語彙についても、興味深くお
聞きしました。ウズベキスタンでも女性がふだん着
るゆるやかなワンピースのことを一般名称として

「コイネック」とトルクメニスタンと同じ名称で呼ん
でいますが、これをアレンジして制服にしようとい
う議論はないようです。
　また、国家が服装を管理しようとすると、対象はや
はり女性に向かいがちですね。近年タジキスタンで
は、職場ではこのような、家ではこのような、学校で
はこのような服装をしなさいという具合に、場面に
応じた女性の服装のガイドブックのようなものが出
されたそうです。現物はまだ見たことがありません
が、数百ページぐらいあるものらしいです。またウズ
ベキスタンの大学でも、男女別に「学生はこういう服
装で大学に来るように」と服装コードを設定する事

例が見られます。女性に対しては、ヒジャーブは絶対
にいけないし、かといって肌の露出が多過ぎても、ボ
ディラインが強調され過ぎてもいけない、という指
示が含まれています。
　どうもこうしたタジキスタンやウズベキスタンの
例では、明らかに「女性にイスラーム的な服装をさせ
ない」、「ヒジャーブ禁止」という意図が服装管理の背
後にあって、それはイスラーム過激主義がそこから
始まるという固定観念が強いためのようです。国境
を接するアフガニスタン情勢が流動化したりすれば

「タリバーンが力を盛り返してその影響が及んでく
るのが怖い」という意識があって、それをひどく懸念
しているのだと思いますが、トルクメニスタンでは、
イスラーム過激主義に対する過度の懸念が、服装の
管理などに反映されていることはないのでしょうか。
イスラーム復興の全般的な状況なども、おうかがい
できればと思います。

日常生活であえて和装をする人たちの思いとは
─森報告について

　森先生のご報告については、近代化の過程でいっ
たん洋装にいったものが、ナショナルな意味を持た
されて和装に戻ってくるという部分が、たいへん興
味深いと思いました。中央アジアでも、女性解放運
動の過程で洋装や断髪の奨励を盛んにしていました。

「ヴェールを捨てて、ブラウスとスカートを着て、ボ
ブカットに」というスタイルが理想にされた時期が
1920年代、1930年代にありました。実際には、なか
なか一足飛びに洋装には行けなかったのですけれど。
　もう一つ、半ば趣味の話になりますが、実は今で
はすっかりタンスの肥やしになっていますけれども、
私は以前キモノが大好きで、『美しいキモノ』や『き
ものサロン』という重たい雑誌も捨てられなくて、今
も家にたくさんあるくらいです。それはさておき、近
年では、先ほどもお話に出ていました「きものde銀
座」のようなかたちで、あらためてキモノを愛好する
人が一部で増えていますね。「キモノで暮らしましょ
う」という人たちもいて、そういうなかに「キモノ男
子」といった人たちもいますね。京都大学にもいて、
キャンパスでときどき目にします。そういう人たち
は、どのような思いで「日常生活をあえてキモノで」
と思っているのか、もし何か調査等からご存じのこ
とがあれば、お聞かせください。

資料４－１　トルクメニスタンのチュルプィ
ほぼ同様の形状の長衣はウズベキスタンではパランジと呼ばれる
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